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●電動ろくろ体験
　 （西河原公民館陶芸グループ協議会）

●紙漉き体験
　（和紙工房こま）

●リクエストによる折り紙体験
　 （サポートセンターりんく）

●茶道体験
　 （茶道いづみ会）

●フォークダンス体験
　 （フォークダンス・プロローグ）

●ちぎり絵ミニ講習会
　 （しゅんこう和紙ちぎり絵サークル）

●ミニ盆景作り
　  （菊花会）　

●大盤による詰め将棋、クイズ、九枡将棋の対局
　 （狛江市将棋連盟）

昨年の

つどいの

写真です。

昨年の

いべんとの

写真です。

あなたのやってみたい！を見つけてください。

いべんと西河原
2月2５日（土）・2６日（日）、3月４日（土）・５日（日）

中央公民館の
つどい
3月8日（水）~12日（日）

・紅い花白い花（ヴォーカル）
・アンサンブル・ソーニョ（オペラ曲）
・響輪Wind Orchestra（アンサンル）
・ジャザサイズ（ダンスフィットネス）
・ビウテフルフラクムホヌア（フラダンス）

・狛江・まちづくり市民会議

・こまえ平和フェスタ2017
・ラディッシュ・ママ
・ボーイスカウト狛江第1団

初参加団体
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グループ紹介

代表❖岩間 正隆さん

――歩くのが好きな方が大勢集まっているそうですね。
　60代から80代までの90人位の会員がいます。女性が
７割です。月に２回ほどウォーキング、低山ハイキングな
どを楽しんでいます。年間行事としては２～３回、バスを
利用してのハイキングで、宿泊もあります。
――誰でも参加できますか。
　会員でない方の参加も歓迎です。ただ、行事には散策、
ハイクＢ、ハイクＡ、健脚向けの４段階のグレードがあり、
委員らに相談の上、まずは散策から参加されるのが宜しい
かと思います。
――スケジュールを知るにはどうしたらいいのですか。
　年に２～３回、「わっこ」に行事予定を掲載しています。
また公民館の図書室に「歩歩ニュース」最新号が置いてあ
りますので、ご覧になってください。
――今年の目標は。
　創立40周年を迎えたので、この間に実施した行事をま
とめた記念冊子をつくろうと計画しています。また西河原
公民館に毎月、リーダーとサブリーダーが集まっての委員
会で、多くの会員に楽しんでいただけるような行事を検討
していきます。

事務局❖小林 正さん

――会員は何人くらいですか。
　30代から80代までの12人です。月に４回集まってい
ます。
――カメラ大好きな方のサークルですが、活動の内容は。
　モノクロ銀塩写真で撮影、現像から焼き付け、引き伸ば
しをして展示という流れです。２月25日～ 26日に西河
原公民館で写真展を開催しますので、私たちの作品をぜ
ひ見にきてください。
――今年の目標は。
　年３回の撮影会、そして写真展も３回開催しようと頑
張っています。
――お仲間になるにはどうしたらいいのですか。
　公民館に問い合わせ、代表者・事務局に連絡してくだ
さい。お待ちしています。

初心者から健脚まで 展示して腕自慢競い

代表❖田中 一光さん

――若い方から年配の方まで、大勢の会員がいらっしゃる
そうですね。
　20代から上は70代までの60人ほどの仲間と勉強して
います。韓国語を学び、韓国の料理、歌、地理など幅広く
文化も楽しんでいる同好会です。中央公民館と西河原公
民館で、週に１回、土曜日に開催しています。
――今年の目標は。
　３月ごろ「わっこ」でご案内しますので、ぜひご覧になっ
てください。
――お仲間に入れていただくのは、どうしたらいいのですか。
　直接、土曜日の午後１時から５時の間に会場に来ていた
だければ、ご案内します。または公民館に問い合わせ、代
表者・事務局に連絡してください。韓国に興味をお持ちの
方はぜひご一緒に勉強しましょう。

言葉や文化にも触れて

副代表❖福田 英代さん

――活動の様子を教えてください。
　中央公民館の学習グループ保育事業に参加して、保育
室に未就学児を預け、お母さんたちだけで子育てに関する
悩みを共有したり、意見や情報交換したりしています。週
に１回集まっており、月に１回程度、調理の実習もしてい
ます。
――参加されているのはお若い方ですね。
　30代から40代の方６人です。
――今年の目標は。
　今までどおり子育てに関する学習を続けます。調理の実
習では、子育ての中のリフレッシュになるような活動をし
ていきたいと思っています。３月に行われる中央公民館の
つどいでは、私たちのやっていることをお知らせする公開
活動をしますので、ぜひ見に来てください。
――お仲間になりたい方はどこに連絡したらいいのですか。
　公民館に問い合わせ、代表者に連絡してください。
――公民館へ注文がおありとか。
　料理実習室が汚くて。使う方はきちんと掃除をしてくだ
さるようお願いします。

子育ての悩み話し合って

公民館に登録して活動しているグループ。
酉年の今年、さらなる飛翔を目指す抱負などを代表者らに伺いました。

ママカフェ

狛江韓国語同好会

狛江歩歩クラブ 狛江写真サークルフォト・銀杏

酉年に羽ばたく仲間たち酉年に羽ばたく仲間たち

グループの紹介を希望する方は公民館までご連絡ください。
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皆
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
。
平
成
28
年
10
月

に
西
河
原
公
民
館
に
着
任
し
ま
し
た
内
田
で

す
。
主
に
西
河
原
映
画
会
・
図
書
室
・
日
本

語
教
室
・
情
報
学
習
事
業
を
担
当
し
て
い
ま

す
。

　

映
画
会
で
は
、
最
近
の
お
も
し
ろ
い
映
画

か
ら
昔
懐
か
し
い
古
い
映
画
ま
で
、
幅
広
く

上
映
実
績
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
足
を

運
ん
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
見
た
い
映
画

の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

図
書
室
関
係
で
は
皆
さ
ん
の
学
習
意
欲
が

わ
い
て
く
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

　

日
本
語
教
室
は
、
外
国
の
方
へ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
日
本
語
を
教
え
て
い
ま
す
。

そ
の
裏
方
の
事
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
学
習
事
業
で
は
年
２
回
、
市
内
の
方

を
対
象
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
パ
ソ
コ
ン
の
授

業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

公
民
館
に
は
他
に
も
様
々
な
事
業
が
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

西河原公民館

内田　駿介

「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」

【
日
時
】
３
月
11
日（
土
）
午
前
10
時
・
午
後
２
時
の
２
回

　
　
　

  

上
映
（
開
場
30
分
前
）

【
会
場
】
西
河
原
公
民
館
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

【
定
員
】
各
回
２
０
２
人
（
車
イ
ス
席
あ
り
）

【
内
容
】
石
炭
か
ら
石
油
へ
と
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
が
さ
れ
る

中
、
い
わ
き
市
の
炭
坑
も
次
々
と
閉
山
。
そ
こ

で
市
民
た
ち
は
、
町
興
し
と
し
て
〝
常
磐
ハ
ワ

イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
〞
の
建
設
を
計
画
。
施
設
の

目
玉
と
し
て
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
な
り
、
東
京
か
ら
は
ダ
ン
ス
教
師

を
呼
び
寄
せ
、町
か
ら
は
踊
り
子
を
集
め
て
レ
ッ

ス
ン
を
始
め
よ
う
と
す
る
が
・
・
・
・
。

【
監
督
】
李
相
日

【
出
演
】
松
雪
泰
子
、
豊
川
悦
司
、
蒼
井
優
、
山
崎
静
代
、

　
　
　

  

岸
部
一
徳
、
富
司
純
子　
他

【
公
開
】
２
０
０
６
年

【
上
映
時
間
】
１
２
０
分

【
日
　
時
】　
①
３
月
18
日（
土
）

　
　
　
　
　

②
３
月
25
日（
土
）
各
回
午
前
10
時
〜
正
午

【
場
　
所
】　
西
河
原
公
民
館
料
理
実
習
室

【
対
　
象
】　
市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
男
女

【
内
　
容
】　
①
ピ
ザ
作
り　

②
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
作
り

【
定
　
員
】　
各
回
先
着
８
人

【
参
加
費
】　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

【
講
　
師
】　
中
本 

み
ど
り

＊
申
し
込
み　

２
月
22
日（
水
）
午
前
９
時
か
ら

男の料理教室 西  河  原  映  画  会西  河  原  映  画  会

子
ど
も
体
験
教
室

■
子
ど
も
陶
芸
教
室

【
日　
時
】 ▽
３
月
12
日（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　

 

▽
３
月
26
日（
日
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

【
場　
所
】
西
河
原
公
民
館

【
対　
象
】
小
学
校
３
年
生
〜
中
学
校
３
年
生

　
　
　
　

 ※

原
則
両
日
と
も
参
加
で
き
る
方

【
定　
員
】
先
着
20
人

【
講　
師
】
陶
芸
サ
ー
ク
ル
狛
江

【
持
ち
物
】
弁
当
（
昼
休
み
帰
宅
可
）・

　
　
　
　

  

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

【
材
料
費
】
３
０
０
円

＊
申
し
込
み　
２
月
20
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら

■
子
ど
も
紙
す
き
教
室

【
日　
時
】 ▽
３
月
29
日（
水
） 午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

【
場　
所
】
西
河
原
公
民
館

【
対　
象
】
小
学
校
３
年
生
〜
中
学
校
３
年
生

【
定　
員
】
先
着
８
人

【
講　
師
】
和
紙
工
房
こ
ま

【
持
ち
物
】
弁
当（
昼
休
み
帰
宅
可
）

【
材
料
費
】
５
０
０
円

＊
申
し
込
み　
３
月
８
日（
水
）

　
　
　
　

         

午
前
９
時
か
ら



韓国になぜ金さん李さんが多いのか
-韓国近世社会の歴史人類学的読み取り-

出世するには学問あればこそ
-韓国近世社会と儒教-

2月4日
（土） 放送大学教授　吉田光男さん

放送大学教授　吉田光男さん

駒沢女子大学名誉教授　菅原昭英さん
臨済宗開祖・栄西に学ぶ3月4日

（土）

3月11日
（土）

【
定
例
会
】

第
4
回
（
11
月
7
日
）

・
諮
問
「
狛
江
市
立
公
民
館
の
魅
力
を
高
め
、
す

べ
て
の
世
代
に
わ
た
る
市
民
の
た
め
の
学
習
の
場

と
す
る
た
め
に
必
要
な
公
民
館
事
業
等
の
あ
り
方

に
つ
い
て
」
の
検
討
。

第
5
回
（
1
月
16
日
）

・
諮
問
事
項
に
つ
い
て
の
検
討
。

　
中
間
答
申
が
11
月
11
日
の
教
育
委
員
会
に
報
告

さ
れ
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。
趣
旨
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
公
民
館
情
報
の
効
果
的
な
発
信
と
公
民

館
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
（W

i-Fi

）
を
整
備

す
る
こ
と
で
す
。

　
現
在
、
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
に
、

公
民
館
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
情
報
が
一
元
的
に
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
準
備
中
で
す
。
ま
た
、W

i-Fi

環
境
に
つ
い
て
も
、
ロ
ビ
ー
等
で
は
利
用
で
き
る

よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
最
終
答
申
は
、
年
度
末
の
報
告
に
向
け
て
検
討

中
で
す
。
現
状
で
は
、
高
齢
者
の
利
用
は
活
発
で

す
。
ま
た
、
過
去
の
答
申
に
基
づ
い
て
２
階
と
地

下
の
ロ
ビ
ー
に
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
小
中
学
生
の
利
用
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
の
答
申
で
は
、
若
い
人
や
現
役
社
会

人
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
公
民
館
の
あ
り
方
に
絞
っ

て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
公
民
館
の
事

業
、
利
用
時
間
帯
、
運
営
体
制
、
施
設
な
ど
の
項

目
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会
の
研
究
大
会
が
、

１
月
21
日
、
福
生
市
で
開
催
さ
れ
、
公
運
審
委
員

と
公
民
館
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

今年も多彩な講座を企画しています。

詳細は「広報こまえ」（１日、15日発行）や市内の

掲示板でお知らせします。
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公民館を利用する団体相互のコミュニケーショ
ン、団体と公民館とのコミュニケーションを図り、
公民館と協力しながら、公民館をより良い活動の
場にしていくための集まりです。ご一緒に創って
いきましょう。皆さんぜひご参加ください。

“こまえ市民大学”へどうぞ！“こまえ市民大学”へどうぞ！

【会場・時間】 中央公民館 講座室・午後２時～４時

　土曜日の午後開催の「こまえ市民大学」は今年で15年
目。時事問題、医療、科学、歴史、芸能など多岐にわたるテー
マを取り上げて講師にお話していただいておりますが、中
でも地域にかかわる話を希望する方が多いようです。

　昨年は特別講座として「水と狛江の物語」を平日に３回連
続して開催しました。水が結ぶ武蔵野台地と狛江、農村から
都市へ、水を訪ねて散策という講座で、３人の講師の方にお
話いただきました。
　フードバンク狛江理事長の田中妙幸さんには「『もったい
ない』を『いただきます』へ」と題して、食品ロスを困窮者支
援と結ぶ、小さなおせっかいから始まったフードバンク狛江
の活動を紹介していただき、飽食への反省を学びました。
　市内で就労支援事業所のカレーショップ・メイを開設して
いる精神保健福祉士の三島瑞子さんには、障がい者が希望
を持って生きられる「共生社会」実現へ向けての熱い思いを
語っていただきました。
　今年最初は1月14日の新春落語、28日は「狛江の変遷と小
田急線」で、昭和２年に開通した同線と狛江の歩みをたどり
ながら、狛江の発展を振り返りました。

今後も地域密着の
テーマの講座を開催する予定です。
ご希望のテーマをぜひ運営委員会へ

お知らせください!

受賞作品の展示期間
① 庁舎１階ロビー　1/20（金）～2/6（月）
② 西河原公民館　2/8（水）～2/17（金）
③ 中央公民館　　2/22（水）～3/6（月）

こまえの魅力創作展
“こまえの魅力”あなたの言葉で伝えてください

受賞作品が展示されます。ぜひご覧ください。

● 最優秀賞　　1 作品
● 優秀賞　　　5 作品
● 市長賞　　　2 作品　
● 教育長賞　　1 作品
● 近藤春菜賞　1 作品
● 入賞　　　　28 作品

「公民館利用者の会」
定例会：毎月第４火曜夜　中央公民館にて


